
平成年月日 金曜日 (号外第号)官 報

第
九
章

没
収
及
び
追
徴
の
裁
判
の
執
行
及
び
保
全
に
つ
い
て
の
国
際
共
助
手
続
等

（
共
助
の
実
施
）

第
三
十
七
条

外
国
の
刑
事
事
件
（
当
該
事
件
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
に
係
る
行
為
が
日
本
国
内
に

お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
行
為
が
第
二
十
一
条
第
一
項
、
第
三
項
又
は
第
四
項
の
罪
に
当
た

る
場
合
に
限
る
。）に
関
し
て
、
当
該
外
国
か
ら
、
没
収
若
し
く
は
追
徴
の
確
定
裁
判
の
執
行
又
は
没
収
若
し
く
は
追

徴
の
た
め
の
財
産
の
保
全
の
共
助
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、

当
該
要
請
に
係
る
共
助
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

共
助
犯
罪
（
共
助
の
要
請
に
お
い
て
犯
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
犯
罪
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）

に
係
る
行
為
が
日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
こ
れ
に
つ
い

て
刑
罰
を
科
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二

共
助
犯
罪
に
係
る
事
件
が
日
本
国
の
裁
判
所
に
係
属
す
る
と
き
、
又
は
そ
の
事
件
に
つ
い
て
日
本
国
の
裁
判
所

に
お
い
て
確
定
判
決
を
経
た
と
き
。

三

没
収
の
確
定
裁
判
の
執
行
の
共
助
又
は
没
収
の
た
め
の
保
全
の
共
助
に
つ
い
て
は
、
共
助
犯
罪
に
係
る
行
為
が

日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
要
請
に
係
る
財
産
が
日
本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
共
助
犯

罪
に
つ
い
て
没
収
の
裁
判
を
し
、
又
は
没
収
保
全
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
産
に
当
た
る
も
の
で
な
い
と
き
。

四

追
徴
の
確
定
裁
判
の
執
行
の
共
助
又
は
追
徴
の
た
め
の
保
全
の
共
助
に
つ
い
て
は
、
共
助
犯
罪
に
係
る
行
為
が

日
本
国
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
共
助
犯
罪
に
つ
い
て
追
徴
の

裁
判
を
し
、
又
は
追
徴
保
全
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
当
た
る
も
の
で
な
い
と
き
。

五

没
収
の
確
定
裁
判
の
執
行
の
共
助
に
つ
い
て
は
要
請
に
係
る
財
産
を
有
し
又
は
そ
の
財
産
の
上
に
地
上
権
、
抵

当
権
そ
の
他
の
権
利
を
有
す
る
と
思
料
す
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
の
あ
る
者
が
、
追
徴
の
確
定
裁
判
の
執
行
の

共
助
に
つ
い
て
は
当
該
裁
判
を
受
け
た
者
が
、
自
己
の
責
め
に
帰
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
理
由
に
よ
り
、
当
該
裁

判
に
係
る
手
続
に
お
い
て
自
己
の
権
利
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

六

没
収
又
は
追
徴
の
た
め
の
保
全
の
共
助
に
つ
い
て
は
、
要
請
国
の
裁
判
所
若
し
く
は
裁
判
官
の
し
た
没
収
若
し

く
は
追
徴
の
た
め
の
保
全
の
裁
判
に
基
づ
く
要
請
で
あ
る
場
合
又
は
没
収
若
し
く
は
追
徴
の
裁
判
の
確
定
後
の
要

請
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
共
助
犯
罪
に
係
る
行
為
が
行
わ
れ
た
と
疑
う
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
な
い
と
き
、
又

は
当
該
行
為
が
日
本
国
内
で
行
わ
れ
た
と
し
た
場
合
に
お
い
て
第
三
十
五
条
第
一
項
又
は
前
条
第
一
項
に
規
定
す

る
理
由
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

２

地
上
権
、
抵
当
権
そ
の
他
の
権
利
が
そ
の
上
に
存
在
す
る
財
産
に
係
る
没
収
の
確
定
裁
判
の
執
行
の
共
助
を
す
る

に
際
し
、
日
本
国
の
法
令
に
よ
り
当
該
財
産
を
没
収
す
る
と
す
れ
ば
当
該
権
利
を
存
続
さ
せ
る
べ
き
場
合
に
当
た
る

と
き
は
、
こ
れ
を
存
続
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。

（
追
徴
と
み
な
す
没
収
）

第
三
十
八
条

第
二
十
一
条
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
財
産
に
代
え
て
、
そ
の
価
額
が
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当
す
る
財

産
で
あ
っ
て
当
該
裁
判
を
受
け
た
者
が
有
す
る
も
の
を
没
収
す
る
確
定
裁
判
の
執
行
に
係
る
共
助
の
要
請
に
あ
っ
て

は
、
当
該
確
定
裁
判
は
、
こ
の
法
律
に
よ
る
共
助
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
そ
の
者
か
ら
当
該
財
産
の
価
額
を
追
徴
す

る
確
定
裁
判
と
み
な
す
。

２

前
項
の
規
定
は
、
第
二
十
一
条
第
十
項
各
号
に
掲
げ
る
財
産
に
代
え
て
、
そ
の
価
額
が
当
該
財
産
の
価
額
に
相
当

す
る
財
産
を
没
収
す
る
た
め
の
保
全
に
係
る
共
助
の
要
請
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
要
請
国
へ
の
共
助
の
実
施
に
係
る
財
産
等
の
譲
与
）

第
三
十
九
条

第
三
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
没
収
又
は
追
徴
の
確
定
裁
判
の
執
行
の
共
助
の
要
請
を
し
た
外
国
か

ら
、
当
該
共
助
の
実
施
に
係
る
財
産
又
は
そ
の
価
額
に
相
当
す
る
金
銭
の
譲
与
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、
そ
の
全

部
又
は
一
部
を
譲
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
に
よ
る
共
助
等
の
例
）

第
四
十
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
第
三
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
共
助
及
び
前
条
の
規
定
に
よ
る
譲
与
に
つ

い
て
は
、
組
織
的
犯
罪
処
罰
法
第
六
章
の
規
定
に
よ
る
共
助
及
び
譲
与
の
例
に
よ
る
。

附
則
第
三
条
中
「
新
法
第
三
条
」
を
「
第
三
条
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
新
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
」を「
第

二
条
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
新
法
第
二
条
第
一
項
第
十
三
号
」
を「
第
二
条
第
一
項
第
十
四
号
」

に
改
め
る
。

附
則
第
六
条
中
「
新
法
第
十
四
条
」
を
「
第
十
四
条
」
に
、「
新
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
三
号
」
を
「
第

二
条
第
一
項
第
二
号
又
は
第
十
四
号
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。
た
だ
し
、
第
十
五
条
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
よ
る
改
正
後
の
不
正
競
争
防
止
法
第
五
条
の
二
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
前
に
こ
の
法
律

に
よ
る
改
正
前
の
不
正
競
争
防
止
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
第
四
号
、
第
五
号
又
は
第
八
号
に

規
定
す
る
行
為
（
旧
法
第
二
条
第
六
項
に
規
定
す
る
営
業
秘
密
を
取
得
す
る
行
為
に
限
る
。）が
あ
っ
た
場
合
に
お
け

る
当
該
営
業
秘
密
を
取
得
す
る
行
為
を
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
。

第
三
条

旧
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
侵
害
の
停
止
又
は
予
防
を
請
求
す
る
権
利
の
旧
法
第
十
五
条
後
段
に
規

定
す
る
期
間
が
こ
の
法
律
の
施
行
の
際
既
に
経
過
し
て
い
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
罰
則
の
適
用
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

こ
の
法
律
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
五
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
（
罰
則
に
関
す
る
経
過
措
置

を
含
む
。）は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
関
税
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

関
税
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
九
条
の
二
第
一
項
第
四
号
及
び
第
六
十
九
条
の
十
一
第
一
項
第
十
号
中
「
第
十
号
又
は
第
十
一
号
」を「
第

十
一
号
又
は
第
十
二
号
」
に
、「
第
七
号
」
を
「
第
八
号
」
に
改
め
る
。

（
弁
理
士
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

弁
理
士
法
（
平
成
十
二
年
法
律
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
五
項
中
「
第
九
号
ま
で
及
び
第
十
二
号
か
ら
第
十
五
号
ま
で
」
を
「
第
十
号
ま
で
及
び
第
十
三
号
か
ら

第
十
六
号
ま
で
」
に
、「
同
項
第
十
三
号
」
を
「
同
項
第
十
四
号
」
に
、「
同
項
第
十
四
号
」
を
「
同
項
第
十
五
号
」
に

改
め
る
。

第
八
条
第
三
号
中
「
若
し
く
は
第
二
項
第
一
号
」
を
「
、
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、「
除
く
。）」
の
下
に
「
、
第

三
項
若
し
く
は
第
四
項
」
を
加
え
る
。

法
務
大
臣

上
川

陽
子

経
済
産
業
大
臣

宮
沢

洋
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
七
年
七
月
十
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
律
第
五
十
五
号

特
許
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
特
許
法
の
一
部
改
正
）

第
一
条

特
許
法
（
昭
和
三
十
四
年
法
律
第
百
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
五
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
期
間
の
延
長
（
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
に
係
る
も
の
に
限
る
。）は
、
そ
の
期
間

が
経
過
し
た
後
で
あ
つ
て
も
、
経
済
産
業
省
令
で
定
め
る
期
間
内
に
限
り
、
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
七
条
の
二
第
三
項
中
「
同
条
第
六
項
」
を
「
同
条
第
八
項
」
に
改
め
る
。

第
十
八
条
の
二
第
一
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。
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